
1──「少子高齢化と中国経済」の特集にあたって

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
続
く
二
〇
二

一
年
七
月
、
中
国
は
歴
史
的
な
佳
節
を
迎
え
た
。
中
国
共
産
党
創
立

百
周
年
で
あ
る
。
中
国
は
こ
れ
を
中
華
民
族
の
偉
大
な
る
復
興
と
い

う
「
中
国
の
夢
」
の
実
現
に
向
け
た
奮
闘
目
標
「
二
つ
の
百
年
」
の

第
一
の
百
年
と
位
置
づ
け
て
い
る
。
祝
賀
式
典
で
習
近
平
総
書
記
は

「
全
党
・
全
国
各
民
族
人
民
の
持
続
的
奮
闘
を
経
て
、
我
々
は
第
一

の
百
年
の
奮
闘
目
標
を
実
現
し
、
中
華
の
大
地
で
小
康
社
会
を
全
面

的
に
完
成
さ
せ
、
歴
史
的
な
絶
対
的
貧
困
問
題
を
解
決
し
、
い
ま
意

気
軒
高
と
し
て
近
代
的
社
会
主
義
強
国
の
全
面
完
成
と
い
う
第
二
の

百
年
（
二
〇
四
九
年
の
新
中
国
建
国
百
周
年
）
の
奮
闘
目
標
に
向
け

て
ま
い
進
し
て
い
る
」
と
高
ら
か
に
宣
言
し
た
。

　「
小
康
社
会
」
と
は
、
中
国
特
有
の
概
念
で
、「
安
定
し
や
や
ゆ
と

り
の
あ
る
社
会
」
と
解
さ
れ
る
。
そ
の
具
体
的
成
果
に
つ
い
て
は
、

国
務
院
新
聞
弁
公
室
が
今
年
九
月
に
発
表
し
た
「
中
国
の
全
面
的
な

小
康
」
白
書
に
詳
し
い
。
中
国
の
総
人
口
（
推
計
）
は
こ
の
百
年
で

一
九
二
〇
年
の
約
四
億
六
千
万
人
か
ら
一
四
億
一
千
万
人
と
三
倍
に

増
え
て
い
る
。
強
ま
る
人
口
増
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
受
け
止
め
、
応

戦
し
な
が
ら
、
小
康
社
会
の
全
面
的
な
完
成
に
果
敢
に
挑
ん
で
き

た
。
中
国
国
民
に
あ
ま
ね
く
発
展
の
成
果
を
共
有
す
る
の
は
並
大
抵

の
こ
と
で
は
な
か
っ
た
に
違
い
な
い
。

　
中
国
は
増
え
続
け
る
人
口
に
対
処
す
る
た
め
、
一
九
七
〇
年
代
か

ら
計
画
出
産
に
よ
る
人
口
抑
制
策
を
本
格
化
さ
せ
、
八
〇
年
代
に
は

「
一
人
っ
子
政
策
」
を
全
国
で
導
入
し
た
。
一
方
で
、
一
九
七
八
年

の
改
革
開
放
政
策
に
よ
り
徐
々
に
市
場
経
済
化
が
進
む
な
か
で
、
農

村
部
の
余
剰
労
働
力
は
出
稼
ぎ
労
働
者
と
し
て
都
市
部
の
発
展
に
寄

与
し
た
。
ま
た
、
期
を
同
じ
く
し
て
「
人
口
ボ
ー
ナ
ス
」
が
も
た
ら

さ
れ
、
約
三
〇
年
に
わ
た
っ
て
高
度
成
長
を
後
押
し
し
た
と
さ
れ

る
。
こ
の
よ
う
に
、
中
国
の
経
済
発
展
の
軌
跡
は
人
口
問
題
と
関
係

づ
け
て
読
み
解
く
こ
と
も
で
き
る
。

　
中
国
は
二
〇
四
九
年
を
ゴ
ー
ル
と
し
た
第
二
の
百
年
奮
闘
目
標
の

実
現
に
向
け
て
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。
第
十
四
次
五
カ
年
計

画
（
二
〇
二
一
〜
二
五
年
）
と
二
〇
三
五
年
長
期
目
標
（
一
人
当
た

り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
を
中
位
先
進
国
レ
ベ
ル
に
す
る
）
が
そ
の
前
半
に
お
け
る

具
体
的
な
プ
ラ
ン
と
な
る
。
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こ
の
目
標
の
実
現
見
通
し
に
つ
い
て
、
人
口
を
切
り
口
に
考
察
し

て
み
る
と
、
第
一
の
百
年
時
に
も
劣
ら
な
い
難
し
い
対
応
に
直
面
す

る
こ
と
が
浮
き
彫
り
に
な
る
。
中
国
は
近
年
、
出
生
数
の
減
少
が
続

い
て
い
る
。
二
〇
一
五
年
末
に
「
一
人
っ
子
政
策
」
を
廃
止
し
、
第

二
子
の
出
産
を
認
め
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
出
生
数
は
二
〇
一
七
年

か
ら
四
年
連
続
で
減
少
し
、
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
。
第
七
回
人
口

セ
ン
サ
ス
に
よ
れ
ば
、
二
〇
二
〇
年
の
出
生
数
は
一
二
〇
〇
万
人

で
、
前
年
比
一
八
％
減
の
二
六
五
万
人
も
少
な
く
な
っ
た
。

　
ま
た
、
高
齢
化
も
想
定
以
上
の
ス
ピ
ー
ド
で
進
行
し
て
い
る
。
二

〇
二
〇
年
の
六
五
歳
以
上
の
高
齢
者
人
口
は
一
億
九
千
万
人
に
達

し
、
高
齢
化
率
は
一
三
・
五
％
と
、
高
齢
社
会
に
突
入
目
前
に
あ

る
。
こ
う
し
た
少
子
高
齢
化
は
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
、
さ
ら
に
は

総
人
口
の
減
少
を
も
た
ら
し
、「
人
口
オ
ー
ナ
ス
」
と
い
う
成
長
の

阻
害
要
因
を
引
き
起
こ
す
。

　
時
計
の
短
針
の
よ
う
に
、
静
か
に
ゆ
っ
く
り
と
、
し
か
し
確
実
に

進
行
す
る
人
口
動
態
の
変
化
は
、
近
代
的
社
会
主
義
強
国
の
全
面
完

成
に
よ
る
共
同
富
裕
を
目
指
す
中
国
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る

の
か
。
経
済
成
長
の
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
に
な
り
得
る
の
か
。
課
題
を
解

決
し
な
が
ら
持
続
的
な
経
済
成
長
を
遂
げ
る
の
は
果
た
し
て
可
能
な

の
か
。

　
本
特
集
で
は
、
中
国
経
済
を
長
年
観
察
し
て
き
た
日
中
両
国
の
研

究
者
、
専
門
家
か
ら
「
人
口
」
を
切
り
口
に
し
た
論
点
で
中
国
経
済

へ
の
影
響
と
今
後
の
対
応
策
に
つ
い
て
論
考
い
た
だ
い
た
。
主
な
論

説
を
紹
介
す
る
と
、
蔡
論
説
は
、
中
国
の
高
齢
化
が
も
た
ら
し
た
経

済
成
長
の
低
下
に
つ
い
て
供
給
側
と
需
要
側
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
検
証

し
、
そ
の
処
方
箋
と
な
り
う
る
改
革
案
を
提
起
し
て
い
る
。
岡
本
論

説
は
中
国
が
直
面
す
る
人
口
問
題
に
つ
い
て
、
主
要
な
先
行
研
究
の

整
理
か
ら
主
な
論
点
を
抽
出
し
た
う
え
で
、
そ
の
経
済
へ
の
影
響
と

現
状
の
問
題
点
を
考
察
し
て
い
る
。
大
泉
論
説
は
同
じ
く
高
齢
化
が

進
行
す
る
東
ア
ジ
ア
か
ら
中
国
を
俯
瞰
し
、
そ
の
特
徴
を
論
じ
て
い

る
。
中
国
が
直
面
す
る
「
未
富
先
老
」（
豊
か
に
な
る
前
に
老
い

る
）
は
早
晩
、
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
が
抱
え
る
課
題
で
あ
る
と
し
、
中

国
の
対
応
策
に
注
目
す
る
。

　
高
齢
化
に
伴
う
社
会
保
障
政
策
を
論
じ
た
も
の
も
あ
る
。
片
山
論

説
は
中
国
の
高
齢
者
医
療
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
公
的
医
療
に
加

え
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
急
速
な
進
展
を
背
景
に
民
間
医
療
が
台
頭
し
、

急
成
長
し
て
い
る
現
状
を
確
認
し
、
今
後
の
医
療
保
障
の
ゆ
く
え
を

展
望
し
て
い
る
。

　
こ
の
ほ
か
に
も
、
国
際
協
力
機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
が
取
り
組
ん
で

き
た
中
国
に
対
す
る
高
齢
化
関
連
事
業
の
経
緯
と
「
日
中
高
齢
化
対

策
戦
略
技
術
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
二
〇
一
六
〜
二
〇
年
）
を
詳
細
に

報
告
し
た
佐
々
木
論
説
や
、
覇
権
国
家
の
交
代
は
人
口
増
減
で
繰
り

返
さ
れ
る
と
の
仮
説
を
立
て
、
人
口
減
少
を
迎
え
る
中
国
の
国
力
は

軍
事
・
経
済
か
ら
ソ
フ
ト
パ
ワ
ー
重
視
へ
向
か
う
と
し
た
村
山
特
別

寄
稿
も
読
み
ご
た
え
の
あ
る
論
考
と
な
っ
て
い
る
。 

（
阿
部
宏
忠
）


